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B-20持続血液ガスモニタリング(PB3300)の使用経験
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今回我々は、ピューリタンベネット社より開

発されたそニ夕、 PB3300によ る持続血液ガスモ

ニタリングを手術室及ぴ集中治療室にて12例で

使用したので報告する。

PB3300システムは主に2つの部分、本体ユニッ

トとセンサーより 構成されている。センサーに

は細い光ファイパーがあり、これを20-180の

動脈カテーテルより血管内に挿入する。このセ

ンサーからの信号を本体ユニットで処理して動

脈血中のpH、炭酸ガス分圧、酸素ガス分圧を20

秒毎に測定表示する。また余剰複基、酸素飽和

度、重炭酸塩を演算し表示する。測定原理は蛍

光(Flourescence)の原理によるものである。セン

サーの内部は3本の光ファイパーと lつの熱電対

より構成されており、各ファイバーの先端には

蛍光色素があり、本体ユニットより励起光が放

射されると色素はより低いエネルギーの光を発

する。これらの吸収や発光は(血液ガスを含む)

周囲の影響を受け、強度やスベクトルが変化し、

その値が本体ユニットにて測定、処理され血液

ガスの値として表示される。以下に代表例を挙

げる。

[症例1]77歳女性。脳動脈癒に対し動脈癌クリッ

ピング術を施行した。麻酔の導入時の換気困難

による測定値の悪化からその改善に至る変化の

過程が詳細に観察された。また、術中に血液ガ

スアナライザー(ABL・3)で測定した値と比較した。

I症例2]71歳女性。ARDSにて集中治療室で人
工呼吸器による呼吸管理を行なった。この症例

では血液ガスの改善が困難であったため、長時

間の治療を要したが、 30時間に渡ってABL-3の

値と比較した。

以上、 PB3300とABL・3による測定値を善処憂

いに渡り検討したところ、両者聞の相関係数は

pHで0.91、炭酸ガス分圧で0.94、酸素ガス分圧

で0.98と有意な相関が認められた。

{考察]PB3300システム使用に関してのいくつ

かの利点、欠点を記す。まず利点としては情報

が迅速かつ連続的に得られること、同時に同脈

圧測定もできることなどが考えられ、実際に我々

もそれらを確認することができた。欠点には高

価であること、動脈硬化や蛇行のある血管には

挿入が困難である こと、 また集中治療室などで

は中央での複数の患者の同時モニタリングがで

きないこと、長時間の留置では先端色素の劣化

により測定値に誤差が生じやすいことなどが考

えられる。以上の点から考えると、現時点では

実地臨床で普及するには若干の問題点があろう

かと思われるが、有用な点も多々あり、今後の

普及に向けて問題点の改善、解決が必要である

と考える。しかし、 症例数が12人よ少ないので、

今後機会があれば症例数を増やし比較検討を続

けたいと考える。

I結語1
1)蛍光(Flourescence)の原理を用いた持続血液

ガスモニタ PB3300をイ吏用した。

2)集中治療室入室患者3例、 手術症例9例につい

て、血液ガスアナライザーABL-3の値と比較検

討した。

3)値の大きな変動でも、ほほ信頼性は保たれて

いた。

4) コストや多数同時測定の可能性など、臨床使

用上の問題点、改善点などを指摘した。




